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①

②

③

④⑤
⑥
⑦

⑧
⑨

⑩

⑪
⑫

⑬
⑬

⑭

事業区域
（141.6ha）

街なみ環境整備
事業の実施区域

（18.9ha）

基幹事業の実施
箇所

①黒磯駅西口広場の整備
　駅利用者の利便性向上のため、
全ての人にとって使いやすいよう
環境などに配慮した黒磯地区の顔
にふさわしい広場に再整備します

②黒磯駅東口広場の整備
　未整備となっている東口広場を
整備し交通結節機能を高め、東西
市街地の一体性の向上を図ります
③黒磯駅東西連絡通路の改修
　階段やクランクが多く不便な自
由通路にエレベーターを設置する
ことで、利用者の利便性向上と東
西市街地の一体性の向上を図りま
す
④（仮称）駅前図書館の整備
　駅前広場に隣接した市有地を有
効活用し、図書館としてだけではな
く、図書館利用者と観光客との交流
の場、まちの魅力の発信拠点として
の機能を持たせ、駅周辺の拠点性の
向上を図ります

⑤黒磯駅西口駐輪場の整備
　既存の駐輪場利用者の利便性の向上を図ります
⑥黒磯駅西口駐車場の整備
　既存の駐車場利用者の利便性の向上を図ります
⑦駅前広場周辺道路の整備
　西口駅前広場や図書館のアクセスポイントにふさわしい、景観に配
慮した道路を整備します
⑧（仮称）まちなか交流センターの整備
　駅前商店街のスーパー跡地な
どを有効活用し、センター内に
本市の特産品の販売所やギャラ
リーなどを設け、まちの魅力の
発信拠点、交流拠点として整備
を行います
⑨（仮称）まちなか交流広場の整備
　隣接して整備を予定している交流センターの利用者が自由に利用し、
黒磯駅周辺の周遊性を高めます。また、イベントなどの核会場として
利用されることで、地域のコミュニティ形成や強化に寄与することも
期待しています
⑩～⑭景観に配慮した道路舗装（道路の高質化）の整備
　歩行空間の改善などのため道路改良や景観に配慮した周辺道路の整
備を行い、周遊性と周辺環境の向上を図ります

　　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
那
須
塩
原

駅
周
辺
で
土
地
区
画
整
理
事
業
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
西
那
須
野

駅
周
辺
で
、
そ
す
い
ス
ク
エ
ア

Ａア

ク

ア

ス

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
に
ぎ
わ
い
の

拠
点
と
道
路
整
備
な
ど
の
事
業
を

行
い
、
良
好
な
市
街
地
環
境
の
形

成
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
市
全
体
の
都
市
構
造

は
、
大
型
店
の
出
店
や
郊
外
で
の

宅
地
開
発
の
影
響
に
よ
り
、
自
動

車
に
依
存
し
た
郊
外
拡
散
型
の
都

市
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
人
口
が
減
少
に

転
じ
、
高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
展

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
街

地
の
低
密
度
化
（
空
き
地
・
空
き

家
の
増
加
な
ど
）が
一
段
と
進
み
、

日
常
生
活
に
必
要
な
医
療
、福
祉
、

商
業
な
ど
の
都
市
機
能
の
喪
失
や

市
の
財
政
状
況
の
悪
化
な
ど
の
事

態
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

黒
磯
駅
周
辺
は
、
市
内
の
中
で

も
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
地
区
と
な
っ
て
い

て
、
今
後
も
こ
の
状
況
は
続
い
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
地
区
の

都
市
機
能
を
維
持
し
継
続
し
て
い

く
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

だ
け
で
な
く
、
人
口
減
少
を
前
提

と
し
た
都
市
政
策
へ
の
転
換
が
必

要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
持

続
可
能
な
都
市
構
造
に
転
換
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
、
国
の
地
方

都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
活

用
し
、
地
域
の
核
で
あ
る
黒
磯
駅

周
辺
を
中
心
拠
点
区
域
に
位
置
付

け
た
都
市
再
生
整
備
計
画
（
黒
磯

駅
周
辺
地
区
）
を
平
成
26
年
3
月

に
策
定
し
、
平
成
30
年
度
末
ま
で

に
各
種
の
施
設
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　　　

こ
の
計
画
で
は
、
都
市
機
能
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
ま
ち
な
か
へ

の
居
住
を
促
進
し
、
集
約
型
都
市

（
徒
歩
や
自
転
車
で
暮
ら
せ
る
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
）
と
し
て
再
構

築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
黒
磯
駅

周
辺
地
区
は
、
那
須
地
域
を
訪
れ

る
人
た
ち
の
第
一
印
象
を
決
め
る

街
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
、
地

域
の
交
流
の
核
と
な
る
場
所
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
地
区
の
個
性
を

生
か
し
た
街
の
魅
力
発
信
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
図
り
、
行

政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
駅
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と

で
、
駅
を
中
心
と
し
て
都
市
を
再

興
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
整
備
予
定
の
施
設
に
つ

い
て
は
、①
～
⑭
の
と
お
り
で
す
。

　

市
は
、施
設
整
備
と
合
わ
せ
て
、

事
業
区
域
（
街
な
み
環
境
整
備
事

業
の
み
駅
前
周
辺
）
で
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
展
開
し
、
黒
磯
駅
前
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
街
な
み
環
境
整
備
事
業
】	

　

既
存
の
街
な
み
を
生
か
し
良
好

な
景
観
形
成
と
街
の
魅
力
の
再
生

を
図
り
ま
す
。

【
空
き
店
舗
活
用
事
業
】

　

空
き
店
舗
に
お
い
て
新
規
事
業

者
な
ど
に
改
修
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
活
動
支
援
事
業
】

　

新
た
に
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
県
道
黒
磯
停
車
場
線
（
黒
磯
駅

前
通
り
）
の
再
整
備
】（
県
事
業
）

　

県
道
黒
磯
停
車
場
線
の
景
観
に

配
慮
し
た
再
整
備
に
つ
い
て
、
県

に
よ
り
早
期
事
業
化
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

～黒磯駅周辺地区を平成30年度末までに整備～

都市再生整備計画概要図

中心市街地「くろいそ」の再興へKouryu交流

　黒磯駅周辺地区は、市内の中でも人口減少と高齢化が急速に進んでいます。このまま何も手を打たなければ、
地区内の活気はさらに失われるとともに、コミュニティが衰退し、ひいては市全体の活気の喪失につながること
が懸念されます。
　このような現状を打開するため、施設の整備を起爆剤として、行政と市民が一体となって黒磯駅周辺地区のに
ぎわいを創出するための第一歩が始まっています。

　
都
市
再
生
整
備
計
画（
黒

　
磯
駅
周
辺
地
区
）
を
策
定

　
求
め
ら
れ
る
都
市
構
造
の

　
転
換

　
計
画
の
概
要

■大目標
都市機能の向上による持続可能な中心市街地くろいその再興

　【小目標 1】快適な生活と滞在が可能な都市環境の形成
　関連する主な施設整備…④、⑦
　【小目標 2】地域資源を生かした商業空間の集積による街の
　　　　　　   魅力向上とにぎわいの再生
　関連する主な施設整備…⑧、⑨、⑩～⑭
　【小目標 3】交通結節機能の強化と駅東西市街地の一体性の
　　　　　　   確保
　関連する主な施設整備…①、②、③、⑤、⑥

計画の目標

　
施
設
整
備
と
合
わ
せ
て
、

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

問
い
合
わ
せ

　

本
都
市
整
備
課

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
６
０

整備予定の施設

【西口広場周辺のイメージ】

【（仮称）駅前図書館のイメージ】

【（仮称）まちなか交流センター
　のイメージ】

高砂町

弥生町

豊町

黒磯
中学校

黒磯
小学校

黒磯
高校

中央町

黒磯幸町 本町 宮町

新朝日

本郷町

住吉町

錦町

至白河

橋本町

桜町

黒磯公園

至宇都宮

ＪＲ黒磯駅
東栄一丁目

県道黒磯・高久線

東栄二丁目
県道黒磯停車場線

（黒磯駅前通り）
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黒
磯
駅
前
通
り
（
黒
磯
本
通
り
）
の
周
辺
に
は
昭
和

初
期
の
建
物
や
石
塀
な
ど
歴
史
的
価
値
の
高
い
建
物

が
散
在
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
老
朽

化
な
ど
に
よ
り
建
物
の
良
さ
を
生
か
し
き
れ
て
い
な

い
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
し
、
美
し
い
景

観
や
良
好
な
居
住
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
「
街
な

み
環
境
整
備
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
区
内
の
景
観
の
あ

り
方
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
啓
発
、
検
討
を
行
う

た
め
、
本
町
、
宮
町
に
住
む
人
た
ち
を
メ
ン
バ
ー
の
中

心
と
し
た
「（
仮
称
）
黒
磯
本
通
り
ま
ち
な
み
協
議
会
」

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
同
協
議
会
を
中
心
に
地
域
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
撤
去
や
建
物
な
ど
の

修
景
整
備
（
景
観
に
配
慮
し
た
外
観
へ
の
改
修
な
ど
）

を
行
い
、
統
一
の
と
れ
た
街
な
み
を
形
成
す
る
こ
と

で
、「
訪
れ
た
く
な
る
」、「
歩
く
と
楽
し
く
な
る
」、
そ

ん
な
新
た
な
街
の
魅
力
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

計画の目標実現へ

中心市街地「くろいそ」再興の鍵は
「対話」と「地域コミュニティの強化」

■
黒
磯
駅
前
及
び
周
辺
地
域
活
性
化
懇
談
会

■（
仮
称
）黒
磯
本
通
り
ま
ち
な
み
協
議
会

　

黒
磯
駅
前
を
拠
点
と
し
た
黒
磯
地
区
全
体
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
は
、
板
室
温
泉
や
戸
田
・
青
木
地
区

な
ど
の
周
辺
地
域
を
含
め
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
に
戦
略
的
な
事
業
の
展
開
が
必
要
に
な
り
ま
す
。　

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
平
成
26
年
1
月
に
、
都
市
再
生

整
備
計
画
事
業
に
よ
る
黒
磯
駅
前
周
辺
の
施
設
整
備

に
合
わ
せ
、
一
体
感
を
も
っ
て
黒
磯
地
区
全
体
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
元
の
経
済
団
体
な

ど
の
代
表
者
8
人
と
、
大
学
教
授
ら
4
人
の
外
部
有
識

者
を
委
員
に
委
嘱
し
、「
黒
磯
駅
前
及
び
周
辺
地
域
活

性
化
懇
談
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

同
懇
談
会
は
、
1
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
計
5
回

開
催
。「
地
域
資
源
や
観
光
資
源
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン

　
「
黒
磯
駅
前
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
、

自
分
た
ち
で
何
か
で

き
な
い
か
」
そ
ん
な

思
い
か
ら
、
駅
前
で

商
店
を
営
む
若
手
ら

が
中
心
と
な
り
、
平

成
19
年
9
月
に
「
黒

磯
駅
前
活
性
化
委
員

会
」
が
発
足
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
黒

磯
駅
前
活
性
化
委
員

■
え
き
っ
ぷ
く
ろ
い
そ

↑現在の黒磯駅西口。黒磯の顔にふさわしい交流拠点として、西口広場の再整備とともに隣接して（仮称）駅前図書館を整備予定

↑スーパー跡地を活用し、（仮称）まちなか交流センターと（仮
称）まちなか交流広場を整備予定

↑現在の黒磯駅前商店街。にぎわいの創出やコミュニティの強
化に向けて、さまざまな事業を展開していきます

↑ 4 月に市内の現地視察を実施。まちづくりについて議論を重ねる

　

黒
磯
駅
周
辺
地
区
に
施
設
を
整

備
す
る
だ
け
で
、
都
市
再
生
整
備

計
画
の
大
目
標
で
あ
る
「
都
市
機

能
の
向
上
に
よ
る
持
続
可
能
な
中

心
市
街
地
く
ろ
い
そ
の
再
興
」
は

実
現
で
き
ま
せ
ん
。

　

目
標
の
実
現
の
た
め
に
、
ま
ず

必
要
と
な
る
の
は
「
対
話
」
で

す
。
地
域
住
民
と
話
し
合
い
を
行

い
、
計
画
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や

意
見
を
集
約
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
外
部
有
識
者
ら
の
意
見
も
集

約
し
、反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

こ
の
計
画
が
よ
り
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
意
見
を
反
映
す

る
こ
と
は
、
こ
の
計
画
や
関
連
事

業
に
市
民
自
ら
が
主
体
的
に
関
わ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
箱
モ
ノ

で
は
な
い
自
分
た
ち
の
施
設
と
し

て
有
効
利
用
さ
れ
、
さ
ら
に
施
設

を
拠
点
と
し
て
交
流
が
深
ま
り

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
」

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
、

整
備
す
る
施
設
が
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
中
心
市
街
地
く
ろ
い
そ
の
顔

と
し
て
、
そ
の
機
能
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
5
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
体
制
を
整
え
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
、
計
画
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

会
で
は
、
駅
前
の
空
き
店
舗
を
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
動
拠
点
、
街
を
訪
れ
る
人
の
案
内
や
休
憩
場
所
と

し
て
「
カ
ワ
ッ
タ
家
」
に
再
生
。
ま
た
、
今
や
夏
至
と

冬
至
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
」
や
夏
の
「
も
っ
た
い
な
い
市
」、春
先
の
「
青
空
市
」

な
ど
四
季
を
通
じ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
地
域
住
民
に
よ
る
積
極
的
な
活
動
と
い

う
素
地
が
あ
る
中
、
こ
の
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
が

ん
ば
る
人
や
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
思
い
や
意
見
を

聴
き
、
黒
磯
駅
周
辺
地
区
の
活
性
化
や
予
定
さ
れ
て
い

る
都
市
再
生
整
備
計
画
の
各
種
事
業
に
そ
の
意
見
を
反

映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
今
年
7
月
に
「
え
き
っ
ぷ
く
ろ

い
そ
」
を
設
置
し
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
え
き
っ
ぷ
」
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
チ
ー
ム
を
意
味
し
、

メ
ン
バ
ー
は
、
黒
磯
駅
前
活
性
化
委
員
を
は
じ
め
、
地

元
商
店
会
、
市
商
工
会
や
黒
磯
那
須
青
年
会
議
所
な
ど

の
関
係
者
や
推
薦
さ
れ
た
人
な
ど
92
人
。
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
が
集
ま
る
チ
ー
ム
で
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
た
ち

が
考
え
る
黒
磯
駅
前
の
あ
り
方
や
新
設
す
る
施
設
の
中

身
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

ド
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
」、

「
新
設
す
る
施
設
の
イ

メ
ー
ジ
の
構
築
」、「
誘

客
に
向
け
た
に
ぎ
わ
い

の
創
出
」、「
周
遊
性
の

向
上
」
な
ど
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
、
こ
れ
ら

の
方
向
性
を
ま
と
め
た

報
告
書
を
10
月
末
ま
で

に
市
に
提
出
す
る
予
定

で
す
。

　

今
後
、
市
で
は
、
提

出
さ
れ
る
報
告
書
の
内

容
を
踏
ま
え
て
、
都
市

再
生
整
備
計
画
や
周
辺

地
域
の
事
業
に
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

↑活発に意見が飛び交うワークショップ

↑アーケードの撤去や修景整備を行った後
の、黒磯駅前通りのイメージ。趣

おもむき

のある美し
い景観を備えています
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　平成 27 年４月１日から、「子ども・子育て支援新制度」がスタートします。新制度のスタートに伴い、従来の
保育園や幼稚園に加えて新しく利用できる施設の種類が増え、それぞれの施設への申し込み手続きが変わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　本子ども課　☎ 0287（62）7042

新しく入園申し込みを希望する人へ

●利用できる施設の種類

○施設の特徴
幼児教育を行う施設
○対象
満３歳児～小学校就学前の
子ども

○施設の特徴
就労などにより家庭で保育
できない保護者に代わり保
育を行う施設
○対象
０歳児～小学校就学前の子
ども

保育園幼稚園

○施設の特徴
幼稚園と保育園の機能と特
長を併せ持つ施設
○対象
０歳児～小学校就学前の子
ども

○施設の特徴
少人数（19 人以下）で保
育を行う施設
○対象
０歳児～２歳児

地域型保育
（小規模な保育）

認定こども園

●認定の種類
　施設を利用する際は、入園申し込
みと併せて、市から認定を受ける必
要があります。これを「支給認定」
といいます。認定には３つの種類が
あり、それぞれ利用できる施設が決
まっています。

認定区分 対象となる子ども 利用できる施設

1 号認定  満 3 歳以上で、教育のみを必要と
 する子ども  幼稚園、認定こども園

2 号認定  満 3 歳以上で、保育を必要とする
 子ども  保育園、認定こども園

3 号認定  満 3 歳未満で、保育を必要とする
 子ども

 保育園、認定こども園、
 地域型保育

●保育を必要とする事由（「保育の必要性」の理由）
　2 号・3 号認定を受けるためには、次の保育を必要とする事由のいずれかに該当する必要があります。

①月 48 時間以上の就労
②産前産後
③保護者の疾病・負傷・障害
④同居親族の介護

※すでに施設を利用している子どもについ
ては、下の子どもの育児休業に入っても下
の子どもが 1 歳になる日の属する年度末ま
では①～⑧までの理由がなくても施設を利
用できます。

●申し込み手続き
　希望する子どもの認定区分によって、申し込み手続きが異なります。

①幼稚園などに
直接利用申し込
みをします

②幼稚園などか
ら入園の内定を
受けます

③幼稚園などを
通じて市に認定
の申請をします

④幼稚園などを
通じて市から認
定証が交付され
ます

⑤幼稚園などに
入園の手続きを
します

①市に「保育の必
要性」の認定を申
請します

②市から認定証
が交付されます

③保育園などの
利用希望を市に
申し込みます

④希望や施設の
空き状況により
市が利用調整し
ます

⑤利用先の決定
後、入園の手続
きとなります

※幼稚園のうち、新制度の仕組みに移らない園への申し込みについては、支給認定の手続き（③と④）は不要です。

※ 2 号・3 号認定を希望する場合は、①認定申請と③利用申し込みを、同時に行うことになります。

●申し込みに必要な書類

認定区分 申し込みに必要な書類 書類様式の配布場所
1 号認定 入園申込書 各幼稚園、認定こども園

2 号・3 号認定 入園申込書、保育を必要とする事由を証明する書類 
（事由によって必要書類が異なります）

本子ども課、西市民福祉課、塩総務福祉課、
箒根出張所、市内公立保育園

　申し込みに必要な書類は 9 月から配布しています。また、市ホームページからダウンロードすることもできます。

●申込期間と申込場所
認定区分 申込期間 申込場所

 1 号認定  9 月 1 日㈪～  各幼稚園、認定こども園

 2 号・3 号認定  10 月 1 日㈬～ 31 日㈮  本子ども課、西市民福祉課、塩総務福祉課、箒根出張所、市内公
 立保育園

●保育料

子ども・子育て支援の制度が変わります

○新制度における各施設の保育料…原則、市が設定します
○金額…現行の保育料を基準として、保護者の所得に応じた金額を設定する予定です
※正式な金額は来年３月に決定しますが、利用申し込みの時期に合わせて、大まかなイメージを市ホームページ
などでお知らせする予定です。
○幼稚園のうち新制度の仕組みに移らない園の保育料…これまでどおり幼稚園が設定します
○その他…新制度に移らない幼稚園を利用する場合、現在の幼稚園就園奨励費補助金の制度を利用することがで
きます。　　
　幼稚園就園奨励費補助金とは、保護者の経済的負担を軽減し、幼児教育の普及を図ることを目的として、保育
料減免のための補助金を交付するものです。
　補助金は、満３歳になった月から対象になり、補助金の金額は、家庭の所得の状況や子どもの人数に応じて決
まります。

○ 1 号認定を希望する場合（幼稚園、認定こども園）

○２号・3 号認定を希望する場合（保育園、認定こども園、地域型保育）

⑤災害復旧
⑥求職活動中
⑦就学・職業訓練
⑧児童虐待やＤＶ

新

※平成 26 年 1 月 1 日に那須塩原市に住民登録がない人は、平成 26 年度課税（非課税）証明書または住民税決定
通知書が必要です。平成 26 年 1 月 1 日に住民登録があった市区町村から取り寄せて、入園申込書などと一緒に提
出してください。

　利用できる施設は、次の 4 種類となります。
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現在施設を利用している人へ

　現在施設を利用している子どもについても、支給認定の申請が必要になります。申請書の提出および認定証の
交付は、現在利用している施設を通じて行います。支給認定手続きの内容は、後日施設を通して市から案内します。

●黒磯地区

区分 保育園名 所在地 ☎（0287） 保育年齢 開園時間 土曜保育 募集予定
人数

公立

 さくら  桜町1－9 （62）0369 生後3カ月～
午前7時30分

～
午後7時15分

午前7時30分
～

午後6時30分
10人

 ひがしなす  東小屋189 （65）3716 生後8カ月～ 〃 〃 20人

 たかはやし  箭坪353－14 （68）0025 〃
午前7時30分

～
午後6時30分

〃 30人

 なべかけ  鍋掛539 （62）2251 〃 〃 〃 10人

 わかば  若葉町9－21 （62）2123 〃 〃 〃 15人

 とようら  東豊浦18 （63）2773 〃 〃 〃 30人

 いなむら  埼玉6－1165 （63）4721 生後3カ月～ 〃 〃 15人

 さきたま  埼玉100 （63）7153 〃 〃 〃 25人

私立

 友里かご  豊浦12－209 （62）1116 生後2カ月～
午前7時

～
午後8時

午前7時
～

午後7時
12人

 ひばりヶ丘  埼玉370－5 （64）0425 生後5カ月～
午前7時30分

～
午後7時30分

午前7時30分
～

午後6時30分
23人

 コメット  黒磯6－44 （60）4150 生後2カ月～
午前7時

～
午後7時30分

午前7時
～

午後6時
19人

 ゆたか  新緑町92－280 （63）8282 生後3カ月～
午前7時30分

～
午後7時15分

午前7時30分
～

午後6時30分
43人

●入園対象　平成 21 年４月２日～平成 24 年４月１日生まれで、市内に住民登録のある子ども
　　　　　　※満３歳になれば年度途中からの入園も相談に応じますので、問い合わせてください。
●申込方法　塩原幼稚園にある願書に記入し、直接申し込んでください
●申込期間　10 月１日㈬～ 31 日㈮
●開園時間　月～金曜、午前 9 時～午後 3 時
●その他　　塩原幼稚園は、現在、認定こども園への移行について保護者や地域の皆さんと協議をしているため、
　　　　　　今後、認定こども園へ移行する可能性があります

公立塩原幼稚園の利用を希望する人へ

●塩原地区

区分 保育園名 所在地 ☎（0287） 保育年齢 開園時間 土曜保育 募集予定
人数

公立    大貫  上大貫2077－7 （35）2808 生後3カ月～
午前7時30分

～
午後6時30分

午前7時30分
～

午後6時30分
10人

私立

   塩原  塩原2541 （32）2360 生後2カ月～ 〃 〃 13人

   ひまわり  関谷1173－1 （35）2226 〃 〃 〃 12人

●西那須野地区

区分 保育園名 所在地 ☎（0287） 保育年齢 開園時間 土曜保育 募集予定
人数

公立

   永田  下永田4－1341 （36）4649 生後10カ月～
午前7時30分

～
午後6時30分

午前7時30分
～

午後6時30分
30人

   三島  三島4－30 （36）3980 生後5カ月～
午前7時30分

～
午後7時15分

午前7時30分
～

午後7時15分
10人

   南  一区町287 （37）0987 〃 〃 〃 20人

私立

   ほし  東赤田343－158 （37）0614 生後2カ月～
午前7時15分

～
午後7時15分

午前7時15分
～

午後6時15分
25人

   東  南郷屋2－149 （36）0447 〃
午前7時30分

～
午後7時15分

午前7時30分
～

午後7時15分
21人

   西  四区町662 （36）2483 生後10カ月～ 〃 〃 22人

   こひつじ  西大和6－5 （36）5033 〃
午前7時15分

～
午後7時15分

午前7時15分
～

午後6時15分
16人

●注意事項
・保育園以外に、保育を必要とする子ども預かることができる施設として、認定こども園および地域型保育（小
規模な保育施設）があります
・既存の幼稚園の中には、認定こども園への移行を予定している施設があります
・既存の認可外保育施設の中には、地域型保育への移行を予定している施設があります
・認定こども園または地域型保育へ移行する施設の詳細については、本子ども課または各施設へ問い合わせてく
ださい

平成27年度の各保育園の保育実施状況

新制度に関する説明会を開催します

　平成 27 年度に幼稚園、保育園、認定こども園、地域型保育への入園を希望している人向けに、入園申し込みに
ついての説明会を開催します。
　なお、対象者には 8 月下旬に案内の通知を郵送しています。

とき ところ
9 月 16 日㈫　午前 10 時～ 　いきいきふれあいセンター 3 階　多目的ホール
9 月 17 日㈬　午前 10 時～ 　三島ホール

※説明会の時間は 2 時間程度を予定しています。
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 今月のテーマ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。

○
偽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
ト

　

ネ
ッ
ト
検
索
中
、
突
然
警
告
表

示
が
現
れ
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ

ト
の
案
内
が
画
面
に
出
た
の
で
、

慌
て
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
番
号
を
入
れ

て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

○
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

　

芸
能
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
て
い
た

ら
、ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
飛
ん
だ
。

表
示
に
従
っ
て
「
18
歳
以
上
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、
10
万
円
を
請

求
す
る
画
面
に
な
っ
た
。

○
出
会
い
系
サ
イ
ト

　
「
友
達
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

１
千
万
円
差
し
上
げ
ま
す
」
と

言
っ
て
き
た
相
手
を
信
じ
て
メ
ー

ル
を
や
り
取
り
し
、
サ
イ
ト
利
用

料
金
が
30
万
円
を
超
え
た
。

○
架
空
請
求

　
「
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
料
が
未
納

に
な
っ
て
い
る
。
連
絡
な
き
場
合

は
法
的
手
続
き
を
と
る
」
と
い
う

メ
ー
ル
が
携
帯
電
話
に
届
い
た

が
、
利
用
し
た
覚
え
が
な
い
。

○
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入

す
る

○
不
審
な
サ
イ
ト
に
は
連
絡
し
な

い
　

未
納
料
金
の
請
求
が
来
た
か
ら

と
、
慌
て
て
相
手
に
連
絡
し
て
、

自
ら
個
人
情
報
を
与
え
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

○
怪
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー

ル
に
注
意
す
る

　

迷
惑
メ
ー
ル
、
掲
示
板
な
ど
の

リ
ン
ク
、
不
審
メ
ー
ル
の
添
付

フ
ァ
イ
ル
な
ど
が
悪
質
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
へ
の
誘
導
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

困
っ
た
時
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「インターネットトラブル
に注意！」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
８
７（
63
）７
９
０
０

開
設
時
間　

平
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時

対
策

事
例

実施日 入学予定学校 会場
10 月 21 日㈬ 　西小学校 　西小学校

10 月 27 日㈫ 　東原小学校 　東原小学校

10 月 28 日㈬ 　東小学校 　東小学校

10 月 29 日㈭ 　鍋掛小学校 　鍋掛小学校

10 月 20 日㈪ 　黒磯小学校 　黒磯小学校

10 月 21 日㈫ 　共英小学校 　共英小学校

10 月 22 日㈬ 　槻沢小学校 　槻沢小学校

10 月 29 日㈬ 　稲村小学校 　稲村小学校

11 月 15 日㈬ 　三島小学校 　三島小学校

11 月 11 日㈫
　高林小学校
　青木小学校

　高林小学校

実施日 入学予定学校 会場
11 月 12 日㈬ 　南小学校 　南小学校

11 月 18 日㈫
　大原間小学校
　波立小学校

　大原間小学校

11 月 19 日㈬ 　豊浦小学校 　豊浦小学校

11 月 21 日㈮ 　大山小学校 　大山小学校

11 月 25 日㈫

　関谷小学校
　金沢小学校
　大貫小学校
　横林小学校
　塩原小学校

　西那須野保健
　センター

11 月 28 日㈮ 　埼玉小学校 　埼玉小学校

来年小学校に入学予定の子どもの
就学時健康診断を実施します

　この健康診断は、就学予定の子どもの心身の状況を把握し保健上必要な助言などを行うことを目的としていま
すので必ず受診してください。（対象者には 9 月中旬に関係書類を郵送します）
　なお、当日は子どもが健診を受けている間に子どもとの接し方などを話し合うワークショップ「親学習講座」
が開講されます。こちらにもぜひ参加してください。
　また、指定の日程で都合が悪い場合には、他の会場でも受診できますので事前に連絡してください。

問い合わせ　西学校教育課　☎ 0287（37）5289

とき　10 月 13 日㈷㈪　　対象　市民　　　　　　
開放時間　1 施設につき最大 2 時間（プールは除く）　※当日施設が空いている場合には、延長して利用可能。
申込開始日　9 月 22 日㈪　（事前に各施設に問い合わせをしてから、利用してください）
その他　夜間照明使用料は有料です
問い合わせ　　スポーツ振興課　☎ 0287（37）5439

施設名 開放時間 問い合わせ

 くろいそ運動場
 補助球場　午前 8 時 30 分～午後 5 時
 体育館・武道館　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
 その他の施設　午前 8 時 30 分～午後 9 時

 くろいそ運動場
 ☎ 0287（60）1113

 那珂川河畔運動公園  各施設　午前 8 時 30 分～午後 5 時

 青木サッカー場
 体育館　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
 グラウンド A・B　午前 8 時 30 分～午後 5 時
 グラウンド C　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分

 青木サッカー場
 ☎ 0287（60）5058

 にしなすの運動公園

 多目的運動広場　午前 8 時 30 分～午後 5 時
 体育館　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
 プール　午前 9 時 30 分～午後 8 時 30 分
 ※プールは午後 0 時 30 分～ 1 時 30 分、午後 4 時 30 分～ 5 時 30 分 
 に休憩があります。

 にしなすの運動公園
 ☎ 0287（36）4785

 三島体育センター
 グラウンド・テニスコート　午前 8 時 30 分～午後 9 時
 その他の施設　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分

 三島体育センター
 ☎ 0287（36）4787

 塩原 B ＆ G 海洋センター
 体育館　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
 プール　午後１時～ 8 時
 ※プールは、午後 4 時～ 5 時に休憩があります。  塩原Ｂ＆Ｇ海洋センター

 ☎ 0287（32）5255
 関谷南公園  関谷南公園野球場　午前 8 時 30 分～午後 9 時

 その他の施設　午前 8 時 30 分～午後 5 時 塩原運動公園

西

「体育の日」にあわせて体育施設を無料開放します

　　　こころのストレスを簡単チェック
～ 9 月 10 日～ 9 月 16 日は自殺予防週間です～　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 一人で悩まないで、まずは相談してみませんか？ ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 周りに悩んでいる人がいたら、教えてあげましょう ～

　日本カウンセリング学会認定カウンセラーによる「こころの相談」を毎月２回実施しています。
　「こころの相談」は予約制です。日程や会場など、詳しくは問い合わせてください。

　　問い合わせ　本社会福祉課　☎ 0287（62）7026

　市では自殺予防対策の
一環として「こころの体
温計」（メンタルヘルス
チェックシステム）の
サービスを実施していま
す。５つのモードからな
るメンタルヘルスチェッ
ク機能をこころのケアに
役立ててください。
　使い方は簡単。携帯電
話やパソコンでホーム
ページアドレスを入力、
または携帯電話でＱＲ
コードを読み取って「こ
ころの体温計」にアクセ
スしてください。
※氏名や住所などの個人
情報は不要です。
※費用は無料ですが、通
信料は自己負担となりま
す。

こころの相談
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　問い合わせ   
    　  秘書課
　　☎ 0287（62）7109

ま
ち
か
ど
通
信

　

そ
す
い
ス
ク
エ
ア
A
Q
U
A
S

は
、
平
成
21
年
に
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
国
・
県
・
市

の
補
助
金
を
受
け
、
西
那
須
野
地
区

（
西
大
和
）
に
誕
生
し
た
複
合
施
設

で
す
。

　

今
回
は
、
施
設
の
全
体
の
雰
囲
気

と
1
階
ア
ト
リ
ウ
ム
中
心
に
あ
る

「
ア
ク
ア
ス
ひ
ろ
ば
」
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。　

吹き抜けで解放感があるアクアスひろば

話題の「そすいスクエア
　　　　　　　A

ア ク ア ス

QUAS」に行こう！

個性あふれる店舗の数々。お気に入り
の店が見つかるかも !?

取
材
に
行
っ
た
７
月
に
は
、
手
作
り
の

吹
き
流
し
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た

こ
こ
に
注
目
！

　
「
ア
ク
ア
ス
ひ
ろ
ば
」
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
体
感
・
参
加
型
ス
ペ
ー

ス
で
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
憩
い
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
ろ
ば
内
に
は
ス
タ
ジ

こ
の
ま
ち
の

　
わ
く
わ
く
時
間
が
集
ま
る

　
　
　
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
！

チ
ェ
ッ
ク
①

　

施
設
内
に
は
、
雑
貨
屋
や
お
も

ち
ゃ
屋
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン

セ
プ
ト
を
テ
ー
マ
と
し
た
店
舗
が

あ
り
ま
し
た
。
見
て
い
る
だ
け
で

オ
も
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ

ジ
オ
・
テ
レ
ビ
を
通
し
て
地
域
密

着
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
し
て
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
テ
ナ
ン
ト
募
集
中
と

の
こ
と
で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
②

　

土
・
日
曜
を
利
用
し
て
ユ
ニ
ー

ク
で
活
気
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
ミ

ニ
四
駆
大
会
」
な
ど
の
趣
味
を
主

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
季
節
に
応
じ

た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま

す
。

チ
ェ
ッ
ク
③

　

管
理
者
の
高
橋
さ
ん
は
、「
来

て
く
れ
た
人
に
少
し
で
も
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
の
気
持
ち
か

ら
、
四
季
折
々
の
展
示
・
演
出
を

ア
ク
ア
ス
ひ
ろ
ば
で
行
っ
て
い
ま

す
。
随
所
に
見
ら
れ
る
演
出
は
、

見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
く
ホ
ッ
と

す
る
空
間
で
す
。
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
楽
し
め
ま
す
よ
。

◆
執
筆

　
ま
ち
か
ど
通
信
員
　
若
倉
　
健

スタジオからは、楽しく地域情報を
得られる番組を発信しています

　

県
大
田
原
土
木
事
務
所
で
は
、

大
雨
な
ど
の
被
害
に
備
え
、
一
級

河
川
で
あ
る
熊
川
の
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事
に
伴

い
、
学
校
橋
の
架
け
替
え
工
事
を

実
施
す
る
た
め
、
使
用
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
仮
設
の
歩
道

を
設
置
し
、
車
両
は
通
行
止
め
に

な
り
ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
工
事
期
間　

10
月
1
日
～
来
年

秋
ご
ろ

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
大
田
原
土
木
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
６
５
４
５

　

本
道
路
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
６
６

　

大
田
原
県
税
事
務
所
で
は
、
自

動
車
税
滞
納
者
に
対
す
る
滞
納
処

分
（
差
し
押
さ
え
）
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
自
動
車
税
を
納
め
て
い
な

い
人
は
、
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
諸
事
情
に
よ
り
納
付
で
き
な

い
人
は
、
必
ず
県
税
事
務
所
ま
で

連
絡
の
上
、
納
税
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
大
田
原
県
税
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
４
１
７
１

自
動
車
税
の
納
付
を

　
　

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証

を
郵
送
し
ま
す

市
有
墓
地
の
使
用
者
を

　
　
　
　

探
し
て
い
ま
す

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

場
合
は
許
可
が
必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
証
が
毎
年
10
月

1
日
に
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
10
月
1
日
か
ら
使
用
す
る
新

し
い
保
険
証
を
9
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

▼
注
意
事
項

○
新
し
い
保
険
証
は
薄
紫
色
で
す

○
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住

所
な
ど
の
内
容
に
間
違
い
が
な
い

か
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
全
員
の
保
険
証
が
あ
る
か

な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
（
保

険
証
は
１
人
に
つ
き
１
枚
で
、
氏

名
欄
に
記
載
さ
れ
た
名
前
の
人
が

そ
の
保
険
証
を
使
用
で
き
ま
す
）

○
世
帯
主
名
は
、
世
帯
主
が
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場

合
で
も
記
載
さ
れ
ま
す

○
使
用
期
限
が
切
れ
た
保
険
証

は
、
10
月
以
降
に
次
の
窓
口
か
箒

根
出
張
所
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
９

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
３

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
８
８

　

次
の
市
有
墓
地
に
つ
い
て
、
使

用
者
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
区
画

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
区
画
に
は
看
板
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
区
画
の
使

用
者
、
ま
た
は
使
用
者
な
ど
に
つ

　

栃
木
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
基

づ
き
、
屋
外
に
表
示
す
る
広
告
物

の
設
置
に
は
市
の
許
可
が
必
要
で

す
。（
10
㎡
以
内
の
敷
地
内
広
告

物
な
ど
は
除
く
）

　

広
告
物
の
種
類
や
表
示
す
る
地

域
に
よ
り
、
許
可
の
基
準
（
表
示

面
積
や
色
彩
な
ど
）
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
広
告
物
を
表
示
す
る
場

合
は
事
前
に
本
都
市
計
画
課
の
窓

口
で
基
準
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
違
反
広
告
物
を
設
置
し
た
場

合
は
、
除
却
の
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と
が

  

お
知
ら
せ

塩

い
て
知
っ
て
い
る
人
は
本
環
境
管

理
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
該
当
区
画
の
あ
る
市
有
墓
地　

永
田
、
二
つ
室
、
二
区
、
上
赤
田
、

西
赤
田
、
三
島
１
号
・
２
号

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
環
境
管
理
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
４
２

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
許
可
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
５
９

橋
の
架
け
替
え
工
事
を

　
　
　
　
　
　

行
い
ま
す

秋
の
交
通
安
全
市
民
総
ぐ

る
み
運
動
を
実
施
し
ま
す

　

9
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
「
秋

の
交
通
安
全
市
民
総
ぐ
る
み
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
運
動
の
内
容　

子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止

①
「
子
ど
も
や
高
齢
者
に
優
し
い

３ス
リ
ー
エ
スＳ

運
動
」
の
推
進

・
Ｓ
Ｅ
Ｅ
（
子
ど
も
や
高
齢
者
を

い
ち
早
く
発
見
す
る
）

・
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
（
子
ど
も
や
高
齢
者

を
見
た
ら
減
速
す
る
）

・
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
（
危
険
を
感
じ
た
ら

す
ぐ
に
停
止
す
る
）

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
運
転
中
の
交
通
事
故
防
止

（
特
に
、
反
射
材
用
品
な
ど
の
着

用
の
推
進
と
自
転
車
前
照
灯
の
点

灯
の
徹
底
）

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
） 

７
１
２
７

該当区画に設置された看板。
情報の提供をお待ちしています

差し押さえの例

↑給料や預貯金

↑
自
動
車

大原間小

サンキ

ザ・ビッグ
エクストラ

那
須
塩
原
駅 国

道
4
号

警察署

熊川
通行止め箇所

銀行

コンビニ

ブリヂ
ストン
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

食品の放射性物質簡易検査結果（平成 26 年 7 月分）
　7 月に実施した 78 件の検査結果を公表します。この検査は、市民の不安解消を目的に、市が独自に実施している簡易
検査です。検査結果については参考としてください。
　【参考】厚生労働省が定めた一般食品の放射性セシウムの基準値は 100Bq/㎏です。

検体名
検査
件数

最小値
（Bq/kg）

最大値
（Bq/kg）

検査結果（件数）
不検出 50Bq 未満 50 ～ 100Bq 100Bq 超

アオジソ 1 6.5 6.5 1

アカジソ 1 8.5 8.5 1

アロニア 1 6.4 6.4 1

ウメ 7 不検出 8.4 6 1

カブ 1 不検出 不検出 1

カボチャ 1 不検出 不検出 1

キュウリ 12 不検出 不検出 12

ギョウジャニンニク 1 12.3 12.3 1

クマ肉 6 87.2 264.8 1 5

ゴボウ 1 不検出 不検出 1

サンショウ 1 24.2 24.2 1

サンショウの葉 1 7.4 7.4 1

シソ 1 不検出 不検出 1

ジャガイモ 15 不検出 不検出 15

スイカ 1 不検出 不検出 1

タマネギ 3 不検出 不検出 3

トマト 2 不検出 不検出 2

ナス 3 不検出 不検出 3

白米 4 不検出 不検出 4

ピーマン 1 不検出 不検出 1

ビワ 2 不検出 10.8 1 1

フキ 1 不検出 不検出 1

フキ、ワサビ（複合品） 1 30.9 30.9 1

ブラックラズべリー 1 不検出 不検出 1

プラム 3 不検出 不検出 3

マンネンタケ 1 12.1 12.1 1

ミディトマト 1 不検出 不検出 1

ミニトマト 1 不検出 不検出 1
モロヘイヤ、シシト
ウ、シソ（複合品） 1 不検出 不検出 1

ワラビ 1 不検出 不検出 1

合計 77 ― ― 61 10 1 5
※ 100Bq/kg を超えたものは、全て購入品以外でした。

【検査結果の注意点】
１．検査結果は、1㎏当たりのセシウム 134 とセシウム 137 の合算値で集計しています。ただし、セシウム 134 とセシ
　　ウム 137 のうち、片方のみが検出されている場合もあります。
２．「不検出」とは、検出限界未満のことであり、検出限界はセシウム 134とセシウム 137の合計で 25Bq/㎏以下を目安
　　にしています。
３．検査に使用した簡易測定器は、日立アロカメディカル㈱食品放射能測定システム「CAN-OSP-NAI」です。
４．市外で採取した検体も含まれます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　本生活課　☎（62）7126

  

募
集

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住

宅
の
入
居
者
募
集

く
ろ
い
そ
運
動
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

60
歳
以
上
の
人
の
暮
ら
し
や
す

さ
を
考
慮
し
た
賃
貸
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
物
件　

レ
ク
ラ
ン
那
須
塩

原
（
黒
磯
６
５
２
‐
１
）

▼
入
居
者
負
担
額　

2
万
3
千
円

～
4
万
3
千
円
（
所
得
で
決
定
）

※
こ
の
ほ
か
、共
益
費
、緊
急
サ
ー

ビ
ス
料
な
ど
の
負
担
有
り
。

▼
間
取
り　

ワ
ン
ル
ー
ム

▼
申
込
期
間　

随
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
住
宅
供
給
公
社

☎
０
２
８
（
６
２
２
）
０
４
６
１

　

く
ろ
い
そ
運
動
場
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助

成
金
を
受
け
て
、
砂
入
り
人
工
芝

に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
か
ら
一
般
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん

の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
使
用
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
9
時

▼
1
時
間
あ
た
り
の
使
用
料
（
一

面
）

○
市
民　

２
０
０
円

○
市
外　

６
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

　

く
ろ
い
そ
運
動
場

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
１
１
１
３

知
っ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　

障
害
年
金

　

障
害
の
あ
る
人
の
う
ち
次
の
要

件
を
満
た
す
人
は
、
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
保
険
の
障
害
基
礎
年

金
・
厚
生
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

▼
支
給
要
件　

次
の
3
つ
の
要
件

を
満
た
す
人

①
年
金
制
度
加
入
中
に
初
診
日
が

あ
る
こ
と

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
傷
病
に
つ
い
て
、
初
め
て

医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
で
す
。

※
初
診
日
が
年
金
未
加
入
期
間
中

（
20
歳
未
満
ま
た
は
60
～
65
歳
）

の
人
は
障
害
基
礎
年
金
の
み
が
支

給
対
象
。

②
障
害
認
定
日
（
初
診
日
か
ら
1

年
6
カ
月
経
過
し
た
日
ま
た
は
障

害
が
固
定
し
た
と
み
な
さ
れ
る

日
）
に
お
い
て
、
一
定
の
障
害
状

態
に
あ
る
こ
と

③
次
の
い
ず
れ
か
の
保
険
料
納
付

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

・
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
初

診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

に
被
保
険
者
期
間
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険

料
免
除
期
間
を
合
算
し
た
期
間
が

3
分
の
2
以
上
で
あ
る
こ
と

・
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
初

診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
１
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な

い
こ
と

▼
年
金
額
（
障
害
基
礎
年
金
）

○
１
級　

96
万
６
０
０
０
円

○
２
級　

77
万
２
８
０
０
円

※
障
害
厚
生
年
金
の
年
金
額
は
、

厚
生
年
金
期
間
加
入
中
の
報
酬
額

と
加
入
期
間
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

※
配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
金
額
に
一
定
額
が

加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法　

年
金
の
納
付
要
件

や
病
歴
の
確
認
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

○
初
診
日
が
国
民
年
金
加
入
期
間

ま
た
は
年
金
未
加
入
期
間
中
の
場

合
…
市
役
所

○
初
診
日
が
厚
生
年
金
加
入
期
間

の
場
合
…
年
金
事
務
所

▼
そ
の
他　

障
害
者
手
帳
と
障
害

年
金
の
等
級
判
断
基
準
が
異
な
る

た
め
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
て
も
障
害
年
金
が
受
給
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
６
３
１
１

　

本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
９

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
３

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
８
８

自
動
交
付
機
が
一
時
的
に

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

黒
磯
駅
前
商
店
街
で
撮
影

し
た
N
H
K
ド
ラ
マ
が
放

映
さ
れ
ま
す

　

庁
舎
電
気
設
備
点
検
の
た
め
、

本
庁
舎
と
西
那
須
野
支
所
に
設
置

し
て
あ
る
自
動
交
付
機
が
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
15
日
㈪
午
前
8
時

30
分
～
午
後
1
時
（
予
定
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
市
民
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
２

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
２

　

5
月
31
日
に
那
須
地
域
を
舞
台

に
し
た
ド
ラ
マ
「
ラ
イ
ド	

ラ
イ

ド	

ラ
イ
ド
」
の
撮
影
が
黒
磯
駅

前
商
店
街
で
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん

の
市
民
が
エ
キ
ス
ト
ラ
で
出
演
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
は
、
那
須
の
風
の

中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
答
え
を
探
し
、

前
を
向
こ
う
と
す
る
者
た
ち
の
物

語
で
す
。
主
役
俳
優
の
瀬
戸
康こ

う
じ史

さ
ん
が
プ
ロ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
チ
ー

ム
の
経
営
を
立
て
直
す
地
元
信
用

金
庫
の
職
員
に
扮
し
、
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▼
放
映
日　

９
月
24
日
㈬
午
後
10

時
～（
N
H
K
B
S
プ
レ
ミ
ア
ム
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室

　
（
本
企
画
情
報
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
８ 黒磯駅前商店街でのロケ

人工芝でプレーできます

塩
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平
成
26
年
度
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
60
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
5
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

▼
日
程

○
第
１
次
試
験　

11
月
9
日
㈰

○
第
２
次
試
験　

12
月
上
旬
（
第

１
次
試
験
日
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。）

▼
試
験
会
場　

県
自
治
会
館

▼
試
験
内
容

○
第
１
次
試
験
…
教
養
試
験
（
高

等
学
校
卒
業
程
度
）・
適
応
性
検

査○
第
２
次
試
験
…
作
文
試
験
・
口

述
試
験

▼
申
込
方
法　

県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提

出※
申
込
書
は
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
。

※
郵
送
希
望
の
人
は
、
返
信
用
封

筒
（
角
２
型
、
１
２
０
円
切
手
貼

付
、
宛
先
明
記
）
を
同
封
し
、「
申

　

旧
黒
磯
市
・
板
室
温
泉
周
辺
の

風
景
、
名
所
旧
跡
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
題
材
に
し
た
観
光
写
真
を
募

集
し
ま
す
。

▼
応
募
規
定

○
４
つ
切
り
サ
イ
ズ（
ワ
イ
ド
可
）

の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

○
ネ
ガ
や
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
で

の
応
募
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

○
旧
黒
磯
市
・
板
室
温
泉
地
区
に

て
本
人
が
撮
影
し
た
未
発
表
の
作

品
に
限
り
ま
す

○
入
賞
は
原
則
と
し
て
１
人
１
賞

○
写
真
の
著
作
権
は
応
募
者
に
属

し
ま
す
が
、
黒
磯
観
光
協
会
が
必

要
と
す
る
場
合
に
、
無
償
で
使
用

す
る
こ
と
に
同
意
い
た
だ
け
る
こ

と
を
条
件
と
し
ま
す

平
成
26
年
度

　

県
市
町
村
総
合
事
務

　
　

組
合
職
員
採
用
試
験

黒
磯
・
板
室
温
泉

　

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　

作
品
募
集

込
書
希
望
」
と
記
入
し
、
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

10
月
6
日
㈪
～
17

日
㈮
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
総
務

　

課

　

〠
３
２
０
‐
０
０
３
２

　

宇
都
宮
市
昭
和
1
‐
2
‐
16

　
（
県
自
治
会
館
2
階
）

☎
０
２
８
（
６
２
５
）
３
０
１
１

▼
賞
品

○
最
優
秀
賞
（
1
点
）
…
板
室
温

泉
旅
館
ペ
ア
宿
泊
券
（
3
万
円
相

当
）、
特
産
品
詰
め
合
わ
せ

○
優
秀
賞
（
2
点
）
…
板
室
温
泉

旅
館
宿
泊
券
（
1
万
円
相
当
）、

特
産
品
詰
め
合
わ
せ

○
入
選
（
10
点
）
…
特
産
品
詰
め

合
わ
せ

※
12
月
中
旬
頃
に
審
査
結
果
を
発

表
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

黒
磯
観
光
協
会
の

窓
口
に
あ
る
「
応
募
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
作
品
写
真
の

裏
面
に
貼
り
付
け
た
上
で
、
黒
磯

観
光
協
会
あ
て
郵
送
ま
た
は
持
参

▼
申
込
期
間　

10
月
1
日
㈬
～
11

月
28
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

　

〠
３
２
５
‐
８
５
０
１

　

共
墾
社
１
０
８
‐
2

　

黒
磯
観
光
協
会

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
５
５

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

者
表
彰
の
募
集

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
す
た
め
、
男
女
共
同
参
画
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
者

を
募
集
し
、
表
彰
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

▼
表
彰
基
準　

次
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
事
業
者

○
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
能
力
活

用
や
女
性
の
職
域
拡
大
の
た
め
の

取
り
組
み

○
仕
事
と
家
庭
生
活
、
そ
の
ほ
か

の
活
動
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た

め
の
取
り
組
み

○
男
女
の
人
権
に
配
慮
し
、
男
女

が
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
の
環

境
整
備
の
た
め
の
取
り
組
み

○
そ
の
ほ
か
、
男
女
が
と
も
に
参

画
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み

▼
申
込
方
法　

本
市
民
協
働
推
進

課
の
窓
口
に
あ
る
応
募
用
紙
と
事

業
者
の
概
要
・
取
組
内
容
な
ど
が

分
か
る
資
料
を
添
え
て
申
し
込
み

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

▼
申
込
期
間　

9
月
16
日
㈫
～
10

月
16
日
㈭
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
１
９

学
校
で
働
く
生
活
支
援
員

を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
10
月
1
日
か
ら
市
内

の
小
学
校
で
勤
務
す
る
生
活
支
援

員
を
募
集
し
ま
す
。　

▼
対
象　

お
お
む
ね
20
～
50
歳
ま

で
の
人
（
教
員
免
許
状
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
）

▼
勤
務
内
容　

児
童
の
学
校
生
活

の
支
援

▼
勤
務
時
間
・
日
数　

1
日
あ
た

り
5
時
間
45
分
で
週
5
日
間
程
度

※
長
期
休
業
期
間
中
の
勤
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
雇
用
期
間　

10
月
～
来
年
3
月

▼
賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

▼
諸
手
当　

勤
務
先
ま
で
片
道
2

㎞
以
上
の
場
合
、
通
勤
手
当
を
支

給
（
上
限
あ
り
）

▼
定
員　

若
干
名

▼
選
考
方
法

○
1
次
選
考
（
書
類
審
査
）

○
2
次
選
考
（
面
接
）

▼
申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
西
学
校
教
育
課
窓
口
で
配
布

す
る
指
定
の
履
歴
書
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

9
月
19
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
２
８
９

過去の作品（板室温泉の紅葉）

　

栃
木
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
栃

木
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で

は
、
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
の
核

と
な
る
青
年
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
会
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
県
内
の
同
年
代
の
人

た
ち
と
選
挙
の
こ
と
を
語
り
合
う

こ
と
を
通
じ
て
、
友
好
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

9
月
27
日
㈯
午
後
1
時

30
分
～
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

県
庁
（
宇
都
宮
市
塙

田
1
‐
1
‐
20
）

▼
対
象　

県
内
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
お
お
む
ね
20
～
30

歳
代
半
ば
ま
で
の
人

▼
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
内
容　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
主

権
者
の
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
入
門
」

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

9
月
19
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
８
３

　

県
民
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
一
人
一

人
が
防
災
意
識
を
高
め
、
学
ん
だ

こ
と
を
地
域
の
活
動
に
生
か
す
た

め
、
地
域
防
災
の
あ
り
方
に
関
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
防
災
知
識
を
高
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き　

9
月
30
日
㈫
午
後
2
時

～
4
時

▼
と
こ
ろ　

那
須
町
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
（
那
須
町
大
字
寺

子
乙
2
5
6
7
‐
10
）

▼
対
象　

県
民

▼
内
容

○
講
演
…
「
那
須
地
区
に
お
け
る

気
象
の
特
性
と
災
害
へ
の
備
え
～

火
山
噴
火
、竜
巻
等
へ
の
対
応
～
」

・
講
師　

永
田
俊
光
氏
（
宇
都
宮

地
方
気
象
台
火
山
防
災
官
）

○
事
例
発
表
…
「
な
す
高
原
自
然

の
家
に
お
け
る
防
災
キ
ャ
ン
プ
に

つ
い
て
」

・
発
表
者　

畠
山
正
敏
氏
（
な
す

高
原
自
然
の
家
副
主
幹
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

9
月
22
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
教
育
事
務
所
ふ
れ
あ
い
学

　

習
課　
　
　

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
２
１
７
７

　

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
（
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
能
力
テ
ス
ト
）

公
開
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
8
日
か
ら
11
月
5

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
（
全
5
回
）

○
Ａ
ク
ラ
ス　

午
後
6
時
～

○
Ｂ
ク
ラ
ス　

午
後
7
時
～

▼
と
こ
ろ　

国
際
医
療
福
祉
大
学

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
田
原
市

北
金
丸
２
６
０
０
‐
１
）

▼
対
象　

大
学
生
ま
た
は
18
歳
以

上
の
社
会
人

▼
定
員　

各
ク
ラ
ス
50
人

▼
内
容　

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
テ
ス
ト
新

公
式
問
題
集
V
O
L
・
5
を
使

用
し
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
受
験
対
策

講
義
を
4
回
行
い
、
最
終
日
は
Ｉ

Ｐ
（
団
体
受
験
）
テ
ス
ト
を
実
施

▼
参
加
費　

８
３
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
持
参
者
は
５
３
０
０
円
）

▼
申
込
方
法　

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

「
申
込
者
記
入
シ
ー
ト
」
に
必
要

事
項
を
添
え
て
、
F
A
X
ま
た

は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

10
月
3
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
総
務
課

　

☎
０
２
８
７
（
24
）
３
０
０
０

　

FAX
０
２
８
７
（
24
）
３
１
０
０

　
　

soum
u@

iuhw
.ac.jp

　

労
働
問
題
に
対
す
る
正
し
い
認

識
と
理
解
を
深
め
、
労
使
関
係
の

安
定
と
勤
労
者
福
祉
の
向
上
を
目

的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
９
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
交
流
ホ
ー
ル
（
大
田

原
市
本
町
１
‐
２
７
０
３
‐
６
）

▼
定
員　

１
０
０
人

※
誰
で
も
参
加
可
能
。

▼
内
容　

講
演
「
元
気
な
社
員
が

い
る
会
社
の
作
り
方
～
労
使
で
築

く
活
き
活
き
と
し
た
職
場
～
」

▼
講
師　

小
林
秀
司
氏
（
社
会
保

険
労
務
士
、
㈱
シ
ェ
ア
ー
ド
バ

リ
ュ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代

表
取
締
役
）　

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

事
業
所
名
・
所
在

地
・
電
話
番
号
・
氏
名
を
添
え
て
、

F
A
X
、
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

9
月
30
日
㈫

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
労
政
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
４
１
５
８

　
　

otaw
ara-roj@

　
　
　
　

pref.tochigi.lg.jp

　

海
に
は
不
思
議
な
生
き
物
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
変
わ
っ
た
形
を

し
て
い
た
り
、
口
が
お
腹
の
下
に

つ
い
て
い
た
り
…
。
体
の
形
の
進

化
に
触
れ
な
が
ら
、
海
の
生
き
物

に
つ
い
て
楽
し
い
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

海
の
生
き
物
の
暮
ら
し
を
通
し

て
、
大
自
然
の
不
思
議
を
学
び
ま

し
ょ
う
。　

▼
と
き　

９
月
27
日
㈯
午
後
２
時

～
３
時

▼
と
こ
ろ　

黒
磯
図
書
館

▼
対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
市

民▼
定
員　

30
人

▼
講
師　

新し
ん
か
わ川
哲て

つ
ひ
と人
氏
（
県
立
博

物
館
自
然
課
主
任
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

９
月
13
日
㈯

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
図
書
館

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
９
０
３
１

～
若
者
が
社
会
の
チ
カ
ラ
に
～

青
年
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　

養
成
研
修
会

県
民
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
「
防
災
学
習
講
座
」

国
際
医
療
福
祉
大
学

　

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
公
開
講
座

労
働
教
育
講
座

講
演

海
は
大
き
な
水
洗
ト
イ
レ

～
海
の
い
き
も
の
の
暮
ら
し
～

  

研
修
・
教
室
・
講
座
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催
し

介
護
予
防

　
　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

〈
プ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

▼
と
き　

12
月
2
日
～
来
年
3
月

17
日
の
毎
週
火
・
金
曜
（
全
28
回
）

▼
内
容　

体
力
測
定
、
水
中
運
動

な
ど

▼
定
員　

午
前
・
午
後
の
部
各
10

人

〈
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

▼
と
き　

12
月
1
日
～
来
年
3
月

16
日
の
毎
週
月
・
木
曜
（
全
28
回
）

▼
内
容　

体
力
測
定
、
マ
シ
ン
運

動
な
ど

▼
定
員　

午
前
・
午
後
の
部
各
8

人〈
共
通
事
項
〉

▼
実
施
時
間

○
午
前
の
部
…
9
時
30
分
～
11
時

○
午
後
の
部
…
2
時
30
分
～
4
時

▼
と
こ
ろ　

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険

認
定
を
受
け
て
い
な
い
市
民

▼
参
加
費　

１
回
３
０
０
円

▼
そ
の
他　

送
迎
は
希
望
者
の
み

行
い
ま
す

▼
申
込
期
限　

10
月
31
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
73
）
２
２
１
０

那須塩原市
シニアセンター

　

絵
本
に
ま
つ
わ
る
料
理
を
親
子

で
仲
良
く
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま

す
。

▼
と
き　

10
月
4
日
㈯
午
前
10
時

～
正
午

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
調
理

室▼
対
象　

市
民
（
絵
本
に
興
味
が

あ
り
、
親
子
で
参
加
で
き
る
人
）

▼
定
員　

8
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
内
容　

和
の
お
や
つ
作
り
（
団

子
な
ど
）、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▼
参
加
費　

４
０
０
円
程
度
（
材

料
費
）

▼
申
込
開
始　

9
月
16
日
㈫
～

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
図
書
館

　
　
　
　
　

☎
（
48
）
７
５
２
１

塩
原
図
書
館

　
　

絵
本
を
楽
し
む
講
座

○勤労青少年ホーム講座
講座 とき ところ 定員 参加費 申込期限

 おつまみ cafe  11 月 14 日～ 12 月 19 日の毎週金曜 午後７時～ 9 時 30 分
 （全 5 回）　※ 12 月 5 日は休講。

厚崎公民館
調理室 16 人 5,000円 10月24日㈮

 ボウリング  12 月 1 日～ 2 月 9 日の毎週月曜 午後７時 30 分～ 9 時 30 分
 （全 8 回）　※ 12 月 29 日、1 月 5 日・12 日は休講。 黒磯ボウル 12 人 3,500円 10月27日㈪

対 象　おおむね 40 歳以下の市民または市内勤務者　※申し込み多数の場合は、抽選などになります。
そ の 他　参加費以外に利用者会費として、1,000 円が必要です
申し込み　勤労青少年ホーム　☎（73）5300　（土・日曜、祝日を除く午後１時～６時 30 分）　
　　　　　※メールでも可。    home@nshome.jp　（住所、氏名、年齢、電話、職業（勤務地）を記載）
問い合わせ　本商工観光課　☎（62）7154

市
民
大
学
～
宇
都
宮
共
和

大
学
連
携
講
座
～
（
後
期
）

〈
対
人
関
係
の
心
理
学
〉

▼
と
き　

10
月
10
日
㈮
午
後
6
時

30
分
～
8
時

▼
講
師　

加
藤
邦
子
氏
（
宇
都
宮

共
和
大
学
教
授
）

〈
今
ど
き
の
家
族
・
い
ま
ど
き
の

子
ど
も
〉

▼
と
き　

10
月
17
日
㈮
午
後
6
時

30
分
～
8
時

▼
講
師　

牧
野
カ
ツ
コ
氏
（
宇
都

宮
共
和
大
学
教
授
）

〈
共
通
事
項
〉

▼
と
こ
ろ　

宇
都
宮
共
和
大
学
那

須
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
対
象　

市
内
に
居
住
、
勤
務
、

通
学
し
て
い
る
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

氏
名
・
住
所
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
添
え
て
、
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
生
涯
学
習
課

　

〠
３
２
９
‐
２
７
９
２

　

あ
た
ご
町
2
‐
3

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
３
６
４

　
　
　
　
　

FAX
（
37
）
５
４
７
９

　
　

shougai@

　

city.nasushiobara.lg.jp

日新中

コンビニ

スーパー

スーパー

豊浦小

黒磯駅

宇都宮方面

市
総
合
防
災
訓
練
を

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
関
係
機
関
や
自
主

防
災
組
織
な
ど
と
連
携
し
た
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
27
日
㈯
午
前
9
時

30
分
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

那
珂
川
河
畔
運
動
公

園▼
内
容　

情
報
伝
達
訓
練
、
土
の

う
作
り
訓
練
、
避
難
所
開
設
・
運

営
訓
練
、
排
水
訓
練
、
自
主
防
災

組
織
の
避
難
訓
練
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
救
出
訓
練
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
５
０ 土のうの作り方や積み方を教わる参加者（昨年）

9 月の納税
9 月 30 日㈫が

納期限です

～納税は便利な口座振替で～

　●国民健康保険税　第 3 期
　●後期高齢者医療保険料　第 3 期
　●介護保険料　第 3 期

　

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
は
、
円
盤
を

木
製
の
杖
で
細
長
い
コ
ー
ト
上
に

押
し
出
し
、
コ
ー
ト
内
に
描
か
れ

た
得
点
区
域
に
多
く
の
デ
ィ
ス
ク

を
留
め
る
こ
と
で
点
数
を
競
う

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

▼
と
き　

9
月
20
日
㈯
正
午
～
午

後
4
時

▼
と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
武

道
館
剣
道
場

▼
定
員　

32
人

▼
内
容　

シ
ン
グ
ル
ス
（
4
フ

レ
ー
ム
制
）

▼
参
加
費　

２
０
０
円

▼
そ
の
他　

当
日
午
前
中
に
行
わ

れ
る
ス
ポ
レ
ク
祭
で
体
験
可
能

▼
申
し
込
み

　

西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

※
当
日
の
申
し
込
み
も
可
能
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

☎
０
９
０（
３
４
７
４
）１
６
５
９

第
1
回
市
中
学
校

　

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
地
域
自
立
支
援
協
議
会

「
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」

黒
磯
地
区
ス
ポ
レ
ク
祭

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
交
流
大
会

第
10
回

県
北
社
交
ダ
ン
ス
交
流
会

▼
と
き　

9
月
13
日
㈯
午
後
1
時

～
（
午
後
0
時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

黒
磯
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

※
申
し
込
み
も
不
要
。

▼
出
演
団
体　

黒
磯
中
学
校
特
設

合
唱
部
、黒
磯
北
中
学
校
音
楽
部
、

厚
崎
中
学
校
合
唱
部
、
日
新
中
学

校
音
楽
部
、
東
那
須
野
中
学
校
音

楽
部
、
高
林
中
学
校
合
唱
部
、
三

島
中
学
校
合
唱
部
、
西
那
須
野
中

学
校
合
唱
部

▼
問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
文
化
会
館

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
３
２
１
９

　

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者

が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人

と
の
交
流
を
行
う
た
め
の
「
ふ
れ

あ
い
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

※
地
域
自
立
支
援
協
議
会
と
は
、

障
害
者
団
体
の
関
係
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
、
市
障
害
福
祉
施
策
に
対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
な
ど
を
行

う
協
議
会
で
す
。

▼
と
き　

9
月
19
日
㈮
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

西
３
０
１
～
３
０
３

会
議
室

▼
対
象　

就
労
意
欲
の
あ
る
人
で

就
労
継
続
支
援
事
業
（
A
・
B
）、

就
労
移
行
支
援
事
業
を
利
用
し
て

い
る
人
（
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
興
味
の
あ
る
人
の
参
加
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
）

▼
定
員　

35
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
申
込
方
法　

氏
名
・
住
所
・
電
話

（
F
A
X
）番
号
を
添
え
て
、電
話

ま
た
は
F
A
X
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

9
月
17
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
（
本

　

社
会
福
祉
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
２
６

　
　
　
　
　

FAX
（
63
）
８
９
１
１

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
交
流
会
で

す
。
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

▼
と
き　

10
月
12
日
㈰
午
後
6
時

～
9
時

▼
と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公

園
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
参
加
費　

千
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
塩
原
ダ
ン
ス
部
（
鈴
木
）

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
５
２
２
２

シャフルボード体験を
楽しむ子どもたち

▼
と
き　

9
月
23
日
㈷
㈫
午
後
2

時
開
演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
（
大
田
原

市
本
町
１
‐
２
７
０
３
‐
6
）

▼
内
容　

水み
な
か
み上

勉つ
と
む

原
作　

一
人

芝
居
「
釈し

ゃ
か
な
い
ひ
つ
ぎ
う
た

迦
内
柩
唄
」
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
の
上
演
、
田
中
暢の

ぶ

原
作

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ロ
ラ
マ
シ
ン
物

語
」
よ
り
、
ひ
と
り
語
り
な
ど

（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
非
電
化
工
房

代
表
・
藤
村
靖や

す
ゆ
き之

氏
の
チ
ェ
ロ
演

奏
）

▼
講
師　

有あ
り
ま馬

理
恵
氏
（
劇
団
俳

優
座
所
属
）

▼
入
場
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

那
須
野
が
原
・
九
条
の
会
事
務

　

局
（
印
南
）

☎
０
８
０（
５
１
７
４
）３
６
４
７

　

西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　

☎（
37
）５
４
１
９

お
し
ば
い
と
お
は
な
し

「
差
別
と
戦
争
を

　
　
　

な
く
す
た
め
に
」

「
法
の
日
」
司
法
書
士

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

▼
と
き　

10
月
1
日
㈬
～
7
日
㈫

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
土
・
日

曜
を
除
く
）

▼
と
こ
ろ　

市
内
の
各
司
法
書
士

事
務
所

▼
相
談
内
容　

登
記
、
供
託
、
訴

訟
、
成
年
後
見
（
高
齢
者
の
財
産

管
理
）、
多
重
債
務
な
ど

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。

▼
そ
の
他　

特
設
会
場
（
宇
都
宮

市
・
佐
野
市
）
や
、
他
市
町
の
司

法
書
士
事
務
所
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
司
法
書
士
会

☎
０
２
８
（
６
１
４
）
１
１
２
２

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
司

法
書
士
事
務
所
に
直
接
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
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個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

義
務
者
へ
の
一
斉
指
定
に

伴
う
説
明
会

美
味
い
・
上
手
い
、

　

な
す
し
お
ば
ら
感
謝
祭

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
、
従
業
員

に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住

民
税
を
特
別
徴
収（
給
与
天
引
き
）

し
て
納
入
し
て
も
ら
う
た
め
、
平

成
27
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
特
別

徴
収
義
務
者
へ
の
県
内
一
斉
指
定

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、那
須
地
区
で
は
、

那
須
塩
原
市
・
大
田
原
市
・
那
須

町
の
3
市
町
合
同
で
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
都
合

の
つ
く
と
こ
ろ
で
、
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
対
象　

新
た
に
特
別
徴
収
義
務

者
に
指
定
と
な
る
事
業
所

▼
会
場
・
日
時

○
大
田
原
市
総
合
文
化
会
館
（
大

田
原
市
本
町
1
‐
3
‐
3
）

・
10
月
7
日
㈫

①
午
後
3
時
～
4
時
30
分

②
午
後
7
時
～
8
時
30
分

○
黒
磯
文
化
会
館

・
10
月
8
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時

30
分

○
三
島
ホ
ー
ル

・
10
月
8
日
㈬
午
後
2
時
～
3
時

30
分

○
那
須
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
那
須

町
大
字
寺
子
乙
２
５
６
７
‐
10
）

・
10
月
15
日
㈬

　

西
那
須
野
商
工
会
で
は
、「
美

味
い
・
上
手
い
、
な
す
し
お
ば
ら

感
謝
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ダ
ン

ス
・
音
楽
な
ど
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
旅
行
券
や
西
那
須
野
共

通
商
品
券
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た

る
「
抽
選
会
」
も
行
い
ま
す
。
抽

選
補
助
券
10
枚
で
１
回
く
じ
が
引

け
ま
す
の
で
、
来
場
の
際
は
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

9
月
28
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　

西
那
須
野
支
所
庁
舎

前
広
場

▼
問
い
合
わ
せ

　

西
那
須
野
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
０
６
９
７ たくさんの人でにぎわった昨年の感謝祭

①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

②
午
後
2
時
～
3
時
30
分

※
説
明
会
に
は
、
特
別
徴
収
義
務

者
へ
の
指
定
予
告
通
知
（
9
月
中

旬
送
付
予
定
）
に
同
封
の
「
特
別

徴
収
の
事
務
手
引
き
」
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
各
会
場
と
も
座
席
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
課
税
課 

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
１

よ
さ
さ
ウ
ォ
ー
ク
２
0
1
４

　

那
須
高
原
の
秋
風
に
触
れ
、
稲

穂
の
香
り
と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
家
族
や
友
だ
ち

と
一
緒
に
「
余
笹
川
」
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

9
月
28
日
㈰
午
前
9
時

ス
タ
ー
ト
（
午
前
8
時
30
分
受
け

付
け
開
始
）

▼
と
こ
ろ　

余
笹
川
ふ
れ
あ
い
公

園
（
那
須
町
大
字
寺
子
乙
２
５
８

４
‐
６
）

▼
コ
ー
ス　

5
㎞
、
10
㎞
、
20
㎞

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

余
笹
川
流
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
事
務
局
（
福
田
）

☎
０
９
０（
８
７
２
６
）８
３
１
８ 昨年は天気も良く、気持ちの良いウォーキングでした

畜
産
草
地
研
究
所

　
　
　
　
　
　

公
開
デ
ー

▼
と
き　

10
月
4
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
3
時
（
雨
天
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

畜
産
草
地
研
究
所
那

須
研
究
拠
点

▼
内
容　

研
究
内
容
の
紹
介
、
農

業
機
械
展
示
、
牛
肉
の
試
食
、
顕

微
鏡
観
察
教
室
、
バ
タ
ー
・
チ
ー

ズ
作
り
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど

▼
入
場
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

畜
産
草
地
研
究
所
那
須
企
画
管

　

理
室
連
絡
調
整
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
７
０
０
5

下水道マスコット
　キャラクター
「スイスイくん」

北
那
須
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

の
つ
ど
い

　

下
水
道
に
関
す
る
展
示
や
楽
し

い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。

▼
と
き　

９
月
27
日
㈯
午
前
9
時

～
正
午
（
午
前
11
時
30
分
ま
で
に

受
け
付
け
）

▼
と
こ
ろ　

北
那
須
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
大
田
原
市
宇
田
川
１
７
９

０
‐
１
）

▼
内
容　

下
水
道
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

展
お
よ
び
表
彰
式
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
施
設
見
学
、
下
水
道
水
洗
化

コ
ー
ナ
ー
、
水
質
試
験
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
行
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
、ヨ
ー
ヨ
ー
風
船
つ
り
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
配
布
、
那
須
野
ヶ

原
疏
水
太
鼓
の
演
奏

※
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
記

念
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

北
那
須
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８
７
（
28
）
２
２
７
７

	

市
内
で
は
、
東
那
須
野
地
区
、

	

西
那
須
野
地
区
、
箒
根
地
区
の

	

汚
水
が
北
那
須
浄
化
セ
ン
タ
ー

	

で
処
理
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

夏
秋
イ
チ
ゴ
「
な
つ
お
と

め
」
栽
培
説
明
会

　

な
つ
お
と
め
は
、
7
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
収
穫
で
き
る
甘
み
と

酸
味
が
特
徴
の
イ
チ
ゴ
で
す
。
こ

れ
ま
で
は
、
比
較
的
冷
涼
な
標
高

の
高
い
地
域
を
中
心
に
栽
培
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
高
温
対
策
を
十

分
行
う
こ
と
で
、
標
高
の
低
い
地

域
で
も
栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

販
売
を
目
的
と
し
た
栽
培
を
希

望
す
る
人
を
対
象
に
、
栽
培
説
明

会
と
現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
市
の
補
助
事
業
に
つ

い
て
も
併
せ
て
説
明
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
23
日
㈭
午
後
1
時

30
分
～
4
時

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

▼
対
象　

販
売
を
目
的
と
し
た
栽

培
を
希
望
す
る
人

▼
内
容

①
栽
培
説
明
会
…
品
種
特
性
や
栽

培
条
件
、
補
助
事
業
な
ど

②
現
地
見
学
会
…
生
産
者
に
よ
る

栽
培
状
況
の
説
明

※
ほ
場
へ
の
移
動
は
各
自
対
応
と

な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
農
業
振
興
事
務
所
園
芸
課

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
２
８
２
６

　

本
農
務
畜
産
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
４
７

火　災 救　急
建物 2 件 交通事故  　38 件

林野 0 件 急病   257 件

その他 0 件 その他     94 件
26 年の

累計 64 件 26 年の
累計   2,600 件

火災のテレフォンサービス
　☎ 0180 － 992009（黒磯地区）
　☎ (22)0119（西那須野・塩原地区）

○ 7月の火災と救急

海
浜
の
旬

　

さ
ん
ま
と
さ
つ
ま
い
も

▼
と
き　

10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

（
1
泊
2
日
）

▼
と
こ
ろ　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の

家▼
定
員　

県
民
約
２
０
０
人

▼
内
容　

○
選
択
活
動
①
…
さ
ん
ま
の
干
物

づ
く
り
体
験
と
創
作
活
動

○
選
択
活
動
②
…
さ
ん
ま
の
網
焼

き
、
試
食
体
験
と
塩
づ
く
り
活
動

○
自
由
活
動
…
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
、

創
作
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
館
活
動
な

ど○
全
体
活
動
…
さ
つ
ま
い
も
掘
り

体
験
と
つ
ぼ
焼
き
い
も
の
試
食

▼
参
加
費

○
大
人　
　
　
　
　

５
５
０
０
円

○
高
校
生　
　
　
　

４
０
０
０
円

○
中
学
生　
　
　
　

３
３
０
０
円

○
小
学
生　
　
　
　

３
１
０
０
円

○
3
歳
以
上
就
学
前
２
３
０
０
円

○
3
歳
未
満　
　
　
　

３
０
０
円

※
選
択
活
動
の
さ
ん
ま
代
、
1
日

目
の
夕
食
の
特
別
食
、
2
日
目
の

昼
食
を
希
望
し
た
場
合
に
は
別
途

料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号
・
代
表
者
お
よ
び
全
参

加
希
望
者
の
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）

を
添
え
て
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

9
月
29
日
㈪

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家　

　

〠
３
１
１
‐
１
４
１
２

　

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
３
３
６
‐

　

２

　

☎
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
４

　

FAX
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
８

と
ち
ぎ
障
害
者

　
　
　

合
同
就
職
面
接
会

　

企
業
と
障
害
者
が
相
互
理
解
を

深
め
、
障
害
者
の
雇
用
の
場
の
拡

大
を
図
る
た
め
の
、
合
同
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。　

▼
と
き　

9
月
25
日
㈭
午
後
1
時

30
分
開
会
（
午
後
1
時
受
け
付
け

開
始
）

▼
と
こ
ろ　

カ
シ
マ
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
リ
ゾ
ー
ト
（
大
田
原
市
本
町
1

‐
２
７
１
４
）

▼
対
象
者　

県
北
地
区
に
就
職
を

希
望
し
て
い
る
障
害
者

※
当
日
の
申
し
込
み
も
可
能
。

▼
対
象
企
業　

県
北
地
区
に
事
業

所
が
あ
る
企
業（
お
お
む
ね
30
社
）

※
事
前
に
求
人
票
の
提
出
が
必
要

で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
黒
磯　

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
１
４
４

　
　
　
　
　

FAX
（
64
）
３
８
８
４

栃
木
県
北
・
原
発
事
故
損

害
賠
償
集
団
Ａ
Ｄ
Ｒ
説
明

会
◆
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に
、
つ

な
が
り
、
立
ち
上
が
り
ま
せ
ん
か

　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ

ン
タ
ー
の
和
解
仲
介
手
続
き
（
Ａ

Ｄ
Ｒ
）
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

弁
護
団
に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

〈
第
6
回
〉

▼
と
き　

9
月
20
日
㈯
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

西
那
須
野
幼
稚
園

〈
第
7
回
〉

▼
と
き　

9
月
26
日
㈮
午
後
6
時

30
分
～
8
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

西
公
民
館

〈
第
8
回
〉

▼
と
き　

10
月
4
日
㈯
午
後
7
時

～
9
時

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

〈
第
9
回
〉

▼
と
き　

10
月
7
日
㈫
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

三
島
公
民
館

〈
第
10
回
〉

▼
と
き　

10
月
19
日
㈰
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

東
那
須
野
公
民
館

〈
第
11
回
〉

▼
と
き　

10
月
25
日
㈯
午
後
7
時

～
9
時

▼
と
こ
ろ　

南
公
民
館

〈
共
通
事
項
〉

▼
対
象　

事
故
当
時
、
県
北
地
区

（
那
須
塩
原
市
・
大
田
原
市
・
那

須
町
）
に
住
民
票
を
有
し
て
い
た

人
ま
た
は
居
住
し
て
い
た
人

※
そ
の
後
、
避
難
な
ど
で
転
出
し

た
人
を
含
み
ま
す
。

▼
そ
の
他　

○
詳
細
は
説
明
会
で
説
明
し
ま
す

○
以
後
も
、
県
北
の
各
地
域
で
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す

○
申
し
立
て
用
申
込
書
を
会
場
で

配
布
し
ま
す
（
10
月
以
降
は
各
公

民
館
・
図
書
館
に
も
設
置
さ
れ
ま

す
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
北
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
考
え
る
会

　
（
西
川
）

☎
０
９
０（
７
０
１
３
）０
３
３
０
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大
おおうち

内康
や す こ

子さん
　　　～プロフィール～
県生活学校連絡協議会会長、市
生活学校会長を務めており、地
域に根ざした幅広いコミュニ
ティ活動などを行っている。長
年の活動の功績が認められ、7
月 9日にあしたの日本を創る運
動推進功労者「内閣官房長官賞」
を受賞。

№5

　

市
生
活
学
校
は
、
現
在
77
人
の
メ
ン

バ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

朝
食
の
大
切
さ
、
季
節
や
伝
統
に
ち
な
ん

だ
行
事
食
の
継
承
、
3
ス
リ
ー
ア
ー
ル
R（
リ
ユ
ー
ス
・
リ

デ
ュ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
運
動
の
推
進

や
レ
ジ
袋
の
削
減
と
い
っ
た
環
境
問
題
な

ど
、
消
費
生
活
の
幅
広
い
テ
ー
マ
に
関
し

て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
1
1
年
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
後
は
、
避
難
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
中

心
と
し
た
福
島
復
興
支
援
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
避
難
者
の
人
た
ち
は
、

避
難
に
よ
る
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て

仕
事
・
家
庭
・
住
居
環
境
な
ど
、
日
常
的

な
悩
み
を
抱
え
が
ち
で
す
。
そ
う
し
た
問

題
を
生
活
学
校
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
支

援
で
き
な
い
か
、
と
考
え
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

　

主
な
支
援
活
動
と
し
て
、
避
難
者
宅
へ

の
訪
問
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ゲ
ー

ム
な
ど
の
交
流
会
を
行
い
、
避
難
者
の
悩

み
の
解
決
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
し
、
互
い
の
理
解
や
絆
を

深
め
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
達
成
感
が
、
今

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
「
不
便
だ
な
」
と

か
「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
疑
問
を
大
切
に
し
、

そ
れ
に
つ
い
て
考
え
、
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
生
活
学
校
の
役
目
で
す
。
今
後
は
、

こ
の
活
動
を
自
治
会
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
い
っ
た
枠
組
み
に
広
げ
て
、
み
ん

な
で
地
域
に
根
ざ
し
た
問
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
本
生
活
課

　
☎
0
2
8
7（
62
）７
１
２
６

　

生
活
学
校
と
は
、
女
性
を
中
心
に
身
近
な
暮
ら
し
の
中
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
企
業
・

行
政
・
団
体
な
ど
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
実
践
活
動
の
中
で
そ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
組

織
で
す
。
今
回
は
、
市
生
活
学
校
で
会
長
を
務
め
る
大
内
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

なすしおばら元
げ ん き び と

気人 ～輝き続ける元気な人たち～

身近な疑問・問題について一緒に考え、
解決への交流を通して深まる " 絆 "

↑避難者を招いた交流会で、津軽三味線の力強い音色が会場に響き渡りました ↑生活学校のメンバーによるマイバッグ啓発活動
　（市内のスーパーにて）

↑フォーラムでは毎回異なるテーマを取り上げます


